
記者発表資料

令和４年１２月１日

本資料の発表をもって解禁

2022年8月、大河津分水は通水100周年、関屋分水は通水50周年を迎

えました。新潟の発展を支えてきた２つの分水の記念事業を振り返る

とともに、流域市町村首長とこれからの川との向き合い方を考え、未

来に繋いでいくシンポジウムを開催します。

国土交通省
信濃川河川事務所
信濃川下流河川事務所

同時発表

日 時 ： 令和４年１２月４日（日）１３：３０～１６：００

場 所 ： 新潟日報メディアシップ ２階 日報ホール

プログラム

主 催 ： 大河津分水通水100周年・関屋分水通水50周年
未来につながる事業実行委員会

未来に繋げる記念シンポジウムを開催します

大河津分水通水100周年・関屋分水通水50周年

【司会：フリーアナウンサー 遠藤 麻理 氏】

同時発表記者クラブ

国土交通省 北陸地方整備局 信濃川河川事務所
広報担当 専門官 大平 龍一
電話 ： 0258-32-3243（内線354）
FAX ： 0258-34-9044

【問い合わせ先】
新潟市政記者クラブ、新市政記者クラブ、三条市政

記者クラブ、新潟県政記者クラブ、新県政記者クラブ、

長岡市記者会、長岡地域記者会、三条市記者室、十

日町記者クラブ、小出郷新聞、小千谷新聞、越南タイ

ムス、ＦＭゆきぐに、 エフエム魚沼、建設業界向け専

門紙

１３：００ 会場
１３：３０ 開会 実行委員長挨拶（新潟市長）
１３：３５ 周年事業報告・メッセージ紹介
１４：００ ディスカッション第1部（防災）
１５：００ ディスカッション第2部（親水、賑わい創出）
１５：５０ 閉会挨拶（燕市長）

参加市町村長
（新潟市、長岡市、三条市、加茂市、見附市、燕市、五泉市、弥彦村、田上町）


